
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスクと、前記ディスクの一表面でかつ対物レンズと対向する面に設けたクリーニン
グ部材と、前記クリーニング部材を設け 面でかつ前記クリーニング部材の付近に
設けた 磁性体とを有するレンズクリーナー。
【請求項２】
　ディスクの一定回転角の範囲にわたって磁性体を設けたことを特徴とする請求項１記載
のレンズクリーナー。
【請求項３】
　ディスクの１回転範囲にわたって磁性体を設けたことを特徴とする請求項１記載のレン
ズクリーナー。
【請求項４】
　磁性体とクリーニング部材のみをディスクなしに構成し、かつディスクに張り付ける手
段を有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のレンズクリーナー。
【請求項５】
　ディスクが磁性体で構成されたことを特徴とする請求項１記載のレンズクリーナー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は光ディスクに情報を記録・再生する光ディスク装置の光ヘッドの対物レンズを清
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掃（以下クリーニングと呼ぶ）するレンズクリーナーに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、大量の情報を記録・再生する光ディスクが、高い記録密度、短い検索アクセス時
間、高い生産性から注目を浴びている。このような光ディスクを記録・再生する光ヘッド
は光ディスクに光スポットを集光させるための対物レンズをムービング・コイル（ＭＣ）
方式やムービング・マグネット（ＭＭ）方式の電磁力によ 小変動させて、フォーカシ
ングやトラッキングを行っている。そのため、一般に対物レンズはその可動部に磁性体を
有している。
【０００３】
ところで、光ディスク装置は磁気ハードディスクなどとは異なり、媒体の置き換えが容易
な構造のために密封構造になりにくく、装置外部から流入する空気中のほこり等によって
、光ヘッド上の対物レンズなど外気にさらされた部分が汚れ易く、長時間使用した場合、
信号の記録再生特性が劣化するため定期的に対物レンズなどをクリーニングする必要があ
る。
【０００４】
そのため図６に示すようなレンズクリーナー（特開平１―４３３８６号公報参照）が知ら
れている。
【０００５】
図６に従来のレンズクリーナーの構成を示しており、ディスク６１とディスク６１の一部
に設けられたクリーニング部材６２によって構成されており、光ディスク装置に通常のデ
ィスク同様に装着することによりディスク６１が回転し、クリーニング部材６２が光ディ
スク装置の対物レンズ表面をこすりクリーニングするものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、レンズに対し高いクリーニング効果が要求されているにもかかわらず、従
来の構成のレンズクリーナーは、クリーニング部材が対物レンズに押しあてられる力が非
常に弱く、汚れのひどい場合にはクリーニング効果が不十分な場合があった。
【０００７】
本発明は、簡単な構成で容易にクリーニングができ、かつクリーニング効果の高いレンズ
クリーナーを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　この課題を解決するために本発明は、ディスクの一表面でかつ対物レンズと対向する面
にクリーニング部材を設け、このクリーニング部材を設け 面でかつ当該クリーニ
ング部材の付近に 磁性体を設けた構成としたものであ
る。
【０００９】
これにより、クリーニング部材の付近に設けた磁性体が光ディスク装置のレンズホルダー
の磁性体を引きつけるためクリーニング部材が対物レンズに押しあてられる力が強くなり
、高いレンズクリーニング効果が得られる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、ディスクの一表面でかつ対物レンズと対向する面に
クリーニング部材を設け、このクリーニング部材を設け 面でかつ当該クリーニン
グ部材の付近に磁性体を設けたレンズクリーナーであり、クリーニング部材の付近に備え
る磁性体により光ディスク装置のレンズホルダーの磁性体を引きつけるため、対物レンズ
をクリーニング部材に引きつけながらクリーニングするという作用を有する。
【００１１】
請求項２に記載の発明は、ディスクの一定回転角の範囲にわたって磁性体を設けた請求項
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１記載のレンズクリーナーであり、ディスクの一定回転角の範囲に設けた磁性体により光
ディスク装置のレンズホルダーの磁性体を引きつける時間を長くできるため対物レンズの
引きつけ効果が高く、対物レンズをクリーニング部材に引きつけながらクリーニングする
という作用を有する。
【００１２】
請求項３に記載の発明は、ディスクの１回転範囲にわたって磁性体を設けた請求項１記載
のレンズクリーナーであり、ディスクの一回転範囲に設けた磁性体により光ディスク装置
のレンズホルダーの磁性体を持続して引きつけできるため対物レンズの引きつけ効果がを
高く、対物レンズをクリーニング部材に引きつけながらクリーニングするという作用を有
する。
【００１３】
請求項４に記載の発明は、磁性体とクリーニング部材のみをディスクなしに構成した請求
項１、請求項２、請求項３に記載のレンズクリーナーであり、ディスクに取り付けること
により請求項１、請求項２、請求項３と同じ作用を有する。
【００１４】
請求項５に記載の発明は、ディスクを磁性体で構成した請求項１記載のレンズクリーナー
であり、磁性体によりレンズホルダーの磁性体を持続して引きつけできるため対物レンズ
の引きつけ効果が高く、対物レンズをクリーニング部材に引きつけながらクリーニングす
るという作用を有する。
【００１５】
以下、本発明の実施の形態について、図１から図５を用いて説明する。
（実施の形態１）
図１（ａ）は本発明の実施の形態１のレンズクリーナー斜視図を示し、図１においてクリ
ーニング部材１３をディスク１１に設けクリーニング部材１３の付近に磁性体１２を取り
付けており、磁性体１２は光ディスク装置のレンズホルダーの磁性体１５を引きつけるた
めのもので、鉄または磁石などにより構成されている。これにより、対物レンズ１６がク
リーニング部材１３に引きつけられた状態となりターンテーブル１７が回転することによ
り、対物レンズ１６はクリーニングされる。
【００１６】
（実施の形態２）
図２は実施の形態２のレンズクリーナー斜視図を示し、図２においてディスク２１に磁性
体２２とクリーニング部材２３が取り付けられており、磁性体２２はディスク２１の一定
回転角の範囲にわたって設けられており、光ディスク装置のレンズホルダーの磁性体を引
きつける時間すなわち対物レンズを引きつける時間を長く保つように工夫したものであり
、鉄または磁石などにより構成されている。
【００１７】
（実施の形態３）
図３は実施の形態３のレンズクリーナー斜視図を示し、図３においてディスク３１に磁性
体３２とクリーニング部材３３が取り付けられており、磁性体３２はディスク３１のディ
スクの１回転範囲にわたって設けられており、光ディスク装置のレンズホルダーの磁性体
を持続して引きつけるように、すなわち対物レンズを持続して引きつけるように工夫した
ものであり、鉄または磁石などにより構成されている。
【００１８】
（実施の形態４）
図４は実施の形態４のレンズクリーナー斜視図を示し、図４においてシート状の磁性体４
１の片面にクリーニング部材４２が取り付けられ、またもう一方の片面に張りつけ手段と
して接着剤が塗られており、ディスクに接着剤により取り付けることにより同様の作用が
得られる。
【００１９】
なお、張りつけ手段は接着剤のように完全に張り付けてしまうものでなくともよく、一時
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的に張りつくものでかまわない。また、磁性体４１とクリーニング部材４２が別体にディ
スクに取り付けられても同様の作用が得られる。
【００２０】
（実施の形態５）
図５は実施の形態５のレンズクリーナー斜視図を示し、図５において磁性体からなるディ
スク５１にクリーニング部材５２が取り付けられており、光ディスク装置のレンズホルダ
ーの磁性体を持続して引きつけるように工夫したものである。
【００２２】
また、クリーニング部材は、短毛状に成形した合成樹脂、合成樹脂繊維を短く植毛したも
の等があるが、対物レンズに押圧して対物レンズに傷等の障害を起こさずクリーニングで
きるものであればこれらに限るものではない。
【００２３】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、ディスクに設けた磁性体により光ディスク装置のレンズホ
ルダーの磁性体を引きつけるため、対物レンズをクリーニング部材に引きつけながらクリ
ーニングするという作用を有し、光ディスク装置の対物レンズの高いクリーニング効果を
得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１によるレンズクリーナーを示す斜視図
【図２】同、実施の形態２によるレンズクリーナーを示す斜視図
【図３】同、実施の形態３によるレンズクリーナーを示す斜視図
【図４】同、実施の形態４によるレンズクリーナーを示す斜視図
【図５】同、実施の形態５によるレンズクリーナーを示す斜視図
【図６】従来のレンズクリーナーを示す斜視図
【符号の説明】
１１　ディスク
１２　磁性体
１３　クリーニング部材
１４　レンズホルダー
１５　レンズホルダーの磁性体
１６　対物レンズ
１７　ターンテーブル
２１　ディスク
２２　磁性体
２３　クリーニング部材
３１　ディスク
３２　磁性体
３３　クリーニング部材
４１　磁性体
４２　クリーニング部材
５１　ディスク
５２　クリーニング部材
６１　ディスク
６２　クリーニング部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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